
令 和 ８ 年 3 月 ２ ７ 日

－ 記者発表資料 －

＜概要＞

○ 開通区間の交通量は約21,500台/12h

○ 並行する国道１号と国道247号の交通量が最大で約20％（12,100台/12h ）減少

○ 並行する国道247号では最大渋滞長が約1,020m減少

○ 並行する国道1号や国道247号の旅行速度が向上

○ 豊川為当ＩＣの合流部などにおいて、速度低下が発生

○ １台あたりの配送可能件数が増加し、配送台数の削減に寄与

○ 工業団地の開発や企業誘致が進展

○ 30分医療カバー圏人口が1.1万人増加

○ 道の駅の来訪者数が1.1倍に増加、売上が1.2倍に増加
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国道２３号 名豊道路
～全線開通１年後の交通状況と開通効果～
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国土交通省中部地方整備局

名 四 国 道 事 務 所

令和７年３月８日（土）に蒲郡バイパス（豊川為当ＩＣ～蒲郡ＩＣ）
が開通したことで、名豊道路が全線開通しました。

全線開通１年後の交通状況、開通効果等について、お知らせします。
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名豊道路の概要 別紙１

〈標準断面図〉

高架部 盛土部 トンネル部

単位：m

■国道２３号名豊道路は、名古屋市と豊橋市を結び沿線の８市１町を通過
する延長72.7kmの高規格道路です。

■令和７年３月８日に蒲郡バイパスの豊川為当ＩＣ～蒲郡ＩＣ間（延長
9.1km）が開通したことで、名豊道路全線が暫定２車線で開通しました。

め い ほ う な ご や と よ は し

がまごおり がまごおりと よ か わ た め と う

〈開通セレモニーの様子〉
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○名豊道路位置図

■開通区間の交通量は、21,500台/12hとなっており、並行する現道の交通
量が最大で約20％（約12,100台/12h ）減少しました。

令和７年３月８日開通
延長9.1km
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○開通前後の交通量の変化

全線開通前後の交通状況（名豊道路全線） 別紙２
WISENET2050への対応
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○位置図

○周辺道路の渋滞緩和

令和７年３月８日(土)開通
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■蒲郡バイパスの開通により、国道1号では最大渋滞長が620m減少、
国道247号では1,020m減少するなど、周辺道路の渋滞が緩和しました。

■一方、豊川為当ICの合流部など、速度低下が顕著な箇所については、
対策を検討します。

並行路線の渋滞緩和 別紙３
WISENET2050への対応

出典：渋滞長調査結果（開通前 2024.10.22(火)、開通後 2025.10.21（火）,23（木）） 渋滞長は調査日における最大渋滞長

＜前芝宇塚交差点 北西側流入部＞ ＜京次西交差点 北西側流入部＞
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○全線開通前 旅行速度状況（7時台）

周辺道路ネットワークの速度向上 別紙４
WISENET2050への対応

○全線開通後 旅行速度状況（7時台）

出典：ETC2.0プローブ情報 （開通前：令和6年10月平日 7時台平均旅行速度、開通後：令和7年10月平日 7時台平均旅行速度）

地理院地図を加工して作成

地理院地図を加工して作成

■名豊道路の全線開通により、周辺道路の交通が転換したことで走行性が
向上しました。

■特に、開通区間に並行する国道1号や、国道247号の旅行速度が向上し
ました。
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人手不足が懸念される物流業界を支援 別紙５
WISENET2050への対応

■全線開通後は、名豊道路を利用した配送ルートに変更したことで、夜間
を中心に配送時間が短縮しました。

■配送時間が短縮したことで、1台あたりの配送可能件数が増加し、配送
台数が削減。人手不足が懸念される物流業界を支援しています。

○幸田町から豊橋方面への配送

め い ほ う

○所要時間の短縮（幸田桐山IC→前芝宇塚交差点）

出典：ETC2.0プローブ情報 （開通前：令和6年10月平日 開通後：令和7年10月平日）

・全線開通により、幸田町の営業所から豊橋方面へ
の夜間配送時間が短縮しました。配送時間が短縮
したことで、1台あたりの配送可能件数が増加し、
配送台数の15%の削減につながりました。
(A社）

・全線開通により、幸田町の営業所から豊橋方面へ
の夜間配送時間が短縮しました。配送時間が短縮
したことで、1台あたりの配送可能件数が増加し、
配送台数の15%の削減につながりました。
(A社）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（令和7年5月）

○所要時間短縮による配送効率化イメージ
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○配送台数の変化（A社）
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○新たな工業団地の開発

沿線工業団地への企業誘致の進展 別紙６
WISENET2050への対応

■名豊道路の全線開通を見据え、豊川市では、豊川為当IC付近の交通利
便性が高いエリアに、工業用地の開発を進めてきました。

■全線開通を契機に、進出を希望する企業からの問合せが増加しており、
順調に分譲交渉が進んでいます。

○白鳥地区工業団地 分譲問合せ状況

・名豊道路の全線開通により、豊川為当ICか

ら約2kmに位置する「御津１区臨海工業団

地」への問合せが増加しており、実際に順

調に分譲が進んでいます。ご選定いただい

た物流企業は、信号がなく無料で利用でき

る名豊道路をはじめとした主要幹線道路へ

のアクセス性が高い点に利点を感じられて

いると聞いています。

・今回の開通を見据えて、豊川為当IC周辺に、

「白鳥地区工業団地」を始めとする新規内

陸用地の開発検討を始めています。さらな

る立地企業の受け皿を用意するとともに、

企業誘致活動を積極的に実施することで、

市のさらなる発展、活性化を

期待しています。 （豊川市）

・名豊道路の全線開通により、豊川為当ICか

ら約2kmに位置する「御津１区臨海工業団

地」への問合せが増加しており、実際に順

調に分譲が進んでいます。ご選定いただい

た物流企業は、信号がなく無料で利用でき

る名豊道路をはじめとした主要幹線道路へ

のアクセス性が高い点に利点を感じられて

いると聞いています。

・今回の開通を見据えて、豊川為当IC周辺に、

「白鳥地区工業団地」を始めとする新規内

陸用地の開発検討を始めています。さらな

る立地企業の受け皿を用意するとともに、

企業誘致活動を積極的に実施することで、

市のさらなる発展、活性化を

期待しています。 （豊川市）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（令和7年10月）

○御津1区臨海工業団地 分譲状況(全25区画)

出典：豊川市提供データをもとに作成

白鳥地区工業団地 開発区域の状況（R7.10）
出典：豊川市提供

白鳥地区工業団地(開発中)

問合せ
増加中!

豊川為当IC
まで

約2km

豊川為当IC
まで

約1.5km

御津1区臨海工業団地の状況（R5.9）
出典：豊川市HP

御津１区臨海工業団地(分譲中)

市町村境

＜凡例＞

開通済
一般国道

主要地方道及び県道
開通済

名豊道路
開通済 高速道路

完成４車線 暫定２車線
開通済開通済

R7.3 全線開通
R6.7 開発計画公表

R7.3 全線開通

約７割
分譲済！

め い ほ う と よ は し と よ か わ た め と う

IC

至

豊
川

沿線エリアに
工業団地の

開発計画が進展
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幸田町 蒲郡市

○幸田町・蒲郡市の救急搬送件数

コロナ禍による
出控え等により一時的に減少

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（令和7年9月）

救急搬送需要は
増加傾向

医療カバー圏の拡大・救急医療活動を支援 別紙７

■幸田町と蒲郡市の救急搬送件数は、コロナ禍以前よりも増加しており、
救急搬送需要は増加傾向にあります。

■全線開通により、第3次救急医療施設と幸田町・蒲郡市の所要時間が短
縮し、30分圏医療カバー人口が1.1万人増加しました。

■名豊道路の利用により、信号交差点の回避が可能となり、傷病者の負
荷軽減にもつながっています。

WISENET2050への対応

・搬送先や交通状況によっては、名豊道
路の開通区間を利用した搬送ルートを
選択することができるようになりました。

・名豊道路は、停止・発進による身体への
影響が懸念される信号交差点を回避す
ることができるため、傷病者の身体的負
担に加えて、ドライバーの心理的負担の
軽減にもつながっていると感じます。

・また、全線開通により、一般道を走行す
る車両が減少したことで、渋滞に巻き込
まれることも減り、搬送効率が向上しまし
た。（蒲郡市消防本部）

・搬送先や交通状況によっては、名豊道
路の開通区間を利用した搬送ルートを
選択することができるようになりました。

・名豊道路は、停止・発進による身体への
影響が懸念される信号交差点を回避す
ることができるため、傷病者の身体的負
担に加えて、ドライバーの心理的負担の
軽減にもつながっていると感じます。

・また、全線開通により、一般道を走行す
る車両が減少したことで、渋滞に巻き込
まれることも減り、搬送効率が向上しまし
た。（蒲郡市消防本部）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（令和7年9月）

め い ほ う

こ う た がまごおり

こ う た がまごおり

速度条件
（開通前）ETC2.0プローブ情報（令和6年10月平日平均 昼間12時間平均旅行速度）
（開通後）ETC2.0プローブ情報（令和7年10月平日平均 昼間12時間平均旅行速度）

○３次医療施設までの所要時間の変化

３次医療施設への
アクセス向上

約1.1万人
増加

【開通前】

【豊橋市民病院へのアクセス】

【豊川市民病院へのアクセス】

【開通後】

５分短縮幸田町

【開通前】 【開通後】

【開通前】

８.８
万人

【開通後】

９.９
万人

○3次医療施設における30分圏域人口の変化

１分短縮蒲郡市３１分 ３０分

９分短縮幸田町４１分 ３２分

４５分 ４０分

３分短縮蒲郡市２９分 ２６分

岡崎市

蒲郡市

幸田町

豊川市

田原市

豊田市

新城市

西尾市

安城市

知立市

豊橋市

令和７年３月８日開通

延長9.1km

23

幸田町役場

蒲郡市役所

豊橋市役所

30分圏域が
拡大

至

名
古
屋

○３次医療施設の30分圏域の変化

豊川市役所

豊橋市民病院

至 東京

豊川市民病院
蒲郡IC幸田芦谷IC

豊川為当IC

第3次救急医療施設からの30分圏域

：名豊道路全線開通後 拡大エリア（豊川市民病院・豊橋市民病院）

：その他第3次救急医療施設 30分圏域

御津金野IC

市町村境

＜凡例＞

名豊道路
開通済

開通済

開通済

高速道路

一般有料道路

一般国道

主要地方道開通済

開通済 開通済
完成４車線暫定２車線

：第３次救急
医療施設

岡崎市民病院

厚生連安城厚生病院

248

247

1

259

362

473

151

301
幸田町
蒲郡市



沿線道の駅の来訪者数・売上増
WISENET2050への対応

■名豊道路の全線開通により、東西方向のアクセス性が向上したことで、
沿線に位置する「道の駅」の来訪者が増加しました。

■来訪者が増加したことで、売り上げが開通前の約1.2倍に増加しました。

○「道の駅」売上高の変化（沿線3道の駅※計）

・名豊道路の全線開通後は、遠方

からの来訪者が多くなったと実感し

ています。実際に、開通直後では、

来訪者数が１５％ほど増加してお

り、売上については４０％の増加に

つながっています。「道の駅」のよ

うな地域を代表する拠点に多くの

方に立ち寄っていただくことで、地

域の活性化に貢献していると感じ

ています。

・完成４車線化等により、今後さらな

る交通量の増加も見込まれますの

で、経済・観光の拠点として、地域

の特色を活かしながらスケール

アップを図っていきたいと考えてい

ます。 （「道の駅」とよはし）

・名豊道路の全線開通後は、遠方

からの来訪者が多くなったと実感し

ています。実際に、開通直後では、

来訪者数が１５％ほど増加してお

り、売上については４０％の増加に

つながっています。「道の駅」のよ

うな地域を代表する拠点に多くの

方に立ち寄っていただくことで、地

域の活性化に貢献していると感じ

ています。

・完成４車線化等により、今後さらな

る交通量の増加も見込まれますの

で、経済・観光の拠点として、地域

の特色を活かしながらスケール

アップを図っていきたいと考えてい

ます。 （「道の駅」とよはし）

出典：名四国道事務所ヒアリング調査（令和7年9月）

○名豊道路を沿線に位置する道の駅

至名古屋

至

東
京「道の駅」とよはし

「道の駅」
筆柿の里・幸田

「道の駅」
にしお岡ノ山

令和７年３月８日開通

延長9.1km

出典：道の駅提供データ

○「道の駅」来訪者数の変化（沿線3道の駅※計）
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※沿線3道の駅：「道の駅」筆柿の里・幸田、「道の駅」にしお岡ノ山、「道の駅」とよはし

「道の駅」立ち寄り台数：道の駅 利用実態調査（開通前：R6.8.10(土)、開通後：R7.8.9(土)）

全線開通後

1.1倍に増加！

全線開通後

1.2倍に増加！
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主要地方道

＜凡例＞

開通済

開通済

開通済

開通済

県境

市町村境

開通済 開通済
完成４車線暫定２車線
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道の駅「とよはし」（令和7年11月）

賑わう道の駅の様子

「道の駅」筆柿の里・幸田

「道の駅」にしお岡ノ山

「道の駅」とよはし

248

247

1

259

362

473

151

め い ほ う

豊川市

豊橋市

岡崎市

蒲郡市

幸田町

西尾市

安城市

碧南市

美浜町

南知多町

別紙８



至

東
京

至

名
古
屋

知立バイパス

至名古屋

至

東
京

令和７年３月８日開通

延長9.1km

23

蒲郡IC

御津金野IC

248

247

1

259

362

473

151

豊川市

豊橋市

岡崎市

蒲郡市

幸田町

西尾市

安城市

碧南市

美浜町

南知多町

豊橋東バイパス豊橋バイパス蒲郡バイパス岡崎バイパス

豊川為当IC
＜凡例＞

県境

市町村境

名豊道路

高速道路

一般有料道路

一般国道

主要地方道

開通済

開通済

開通済

開通済

開通済 開通済
完成４車線暫定２車線

名豊道路 速度低下箇所における対策概要 参考資料

■名豊道路の全線開通後に速度低下が顕著な西尾東ICや豊川為当IC～前芝
ICの合流部や車線減少部については、今後速度低下対策を実施します。

め い ほ う

豊川為当IC（上り）

合流部対策
小坂井御津ICへの

迂回（安全）対策
（県道・市道）

前芝IC（下り）オフランプ

豊川橋北交差点 信号サイクル調整

前芝IC(下り)車線減少部

ラバーポール追加設置

前芝IC～小坂井御津IC（下り）

上り勾配対策

○名豊道路の速度低下対策予定箇所

①西尾東IC

②豊川為当IC
～前芝IC

①岡崎バイパス西尾東IC 対策概要

②豊橋バイパス豊川為当IC～前芝IC 対策概要

上り

下り

豊川為当IC 小坂井御津IC 前芝IC
上り

下り

小坂井御津IC（上り）

合流部対策・上り勾配対策

前芝IC(下り)オフランプ 案内看板更新

西尾東IC

前芝IC

至

東
京

西尾東IC

上り

下り

至

名
古
屋

西尾東IC（上り）車線減少部

車線運用の変更

西尾東IC（上り）

合流部対策

＜合流部対策内容＞

オンランプ

（合流部対策：本線車両）
合流車への注意喚起看板設置

（合流部対策：合流車両）
ラバーポール設置+路面矢印設置

＜上り勾配対策内容＞

速度回復を促す
案内看板設置


